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Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
提
携
開
始

そ
の
先
に
見
る
も
の
は

移
動
す
る
と
い
う
ベ
ー
ス

見
誤
ら
ぬ
よ
う
シ
フ
ト

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
の

垣
根
が
な
く
な
る
時

　

去
る
平
成
31
年
４
月
23
日

よ
り
京
都
Ｍ
Ｋ
に
お
い
て
世

界
的
な
配
車
ア
プ
リ
「
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
」と
の
提
供
を
開
始
し
、

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
を
通
じ
て

京
都
Ｍ
Ｋ
の
タ
ク
シ
ー
が
配

車
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　

か
つ
て
カ
メ
ラ
の
世
界
的

企
業
で
あ
っ
た
コ
ダ
ッ
ク
が

フ
ィ
ル
ム
に
固
執
し
デ
ジ
タ

ル
化
に
適
応
し
な
か
っ
た
た

め
に
存
亡
の
危
機
に
見
舞
わ

れ
た
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
産
業

で
他
山
の
石
と
な
る
事
象
で

す
。「
記
録
媒
体
に
画
像
を
残

す
」
と
い
う
ベ
ー
ス
が
あ
り
、

フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ

の
移
行
が
あ
り
ま
し
た
。
同

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
高

ま
り
宿
泊
部
屋
数
が
ひ
っ
迫

し
た
こ
と
で
民
泊
が
解
禁
さ

れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
２

０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
に
は
間
違
い
な
く
今
の

タ
ク
シ
ー
は
全
国
的
に
供
給

不
足
に
な
る
た
め
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
が
限
定
的
に
解
禁
さ

れ
る
で
し
ょ
う
し
、
一
度
消

費
者
が
利
便
性
を
感
じ
れ
ば

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
解
禁
の
是
非
は
私

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
流
れ
の
中
で
で
き
る
こ
と

を
Ｍ
Ｋ
は
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
即
ち
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
の
労
務
管
理
面
に
積
極

的
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
教
育
や
労
務
管
理

に
つ
い
て
タ
ク
シ
ー
会
社
と

し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ア
プ

リ
運
営
元
と
な
る
Ｉ
Ｔ
企
業

に
比
べ
て
一
日
の
長
が
あ
る

た
め
で
す
。
た
だ
こ
の
議
論

は
も
っ
て
５
年
か
ら
10
年
の

こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

高
ま
り
を
今
更
な
が
ら
実
感

す
る
と
と
も
に
、
ア
プ
リ
に

限
ら
ず
「
い
つ
も
使
っ
て
い

る
も
の
を
海
外
で
も
使
え
る

安
心
感
」
は
全
世
界
共
通
の

利
用
者
心
理
で
あ
る
こ
と
を

納
得
し
て
お
り
ま
す
。
海
外

に
お
け
る
ハ
ー
ド
ル
の
ひ
と

つ
で
あ
る
言
語
の
問
題
を
ア

プ
リ
が
解
決
す
れ
ば
、
ま
す

ま
す
サ
ー
ビ
ス
（
プ
ロ
ダ
ク

た
。
64
ヵ
国
、
６
０
０
都
市

以
上
で
使
わ
れ
る
た
め
日
本

の
京
都
に
お
い
て
も
Ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
ア
プ
リ
を
使
わ
れ
る
お
客

様
は
現
時
点
で
７
割
程
度
が

訪
日
外
国
人
の
お
客
様
で
あ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

様
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も

タ
ク
シ
ー
（
あ
え
て
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
も
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
括
り
ま
す
が
）
も
、「
移
動

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す

る
」
や
「
人
や
モ
ノ
が
移
動

す
る
」
と
い
う
ベ
ー
ス
は
お

そ
ら
く
普
遍
で
す
が
、
何
を

も
っ
て
為
す
か
を
見
誤
る
と

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
Ｍ
Ｋ
石
油
の
社
長
を

拝
命
し
た
と
き
か
ら
ず
っ
と

ガ
ソ
リ
ン
は
不
必
要
に
な
る

時
代
が
来
る
こ
と
は
決
ま
っ

て
い
る
、
あ
と
は
そ
れ
が
い

つ
来
る
か
の
問
題
で
あ
る
と

言
い
続
け
て
い
ま
す
。
近
年

ガ
ソ
リ
ン
出
荷
量
は
年
間
２

～
３
％
減
少
し
２
０
３
０
年

に
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が

半
減
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
肌
感
覚
で
は
そ
こ
ま

で
は
も
た
な
い
、
あ
る
と
き

か
ら
急
激
に
減
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
Ｅ
Ｖ

の
普
及
に
拍
車
が
か
か
る
か

ら
で
す
。

　

同
じ
こ
と
が
タ
ク
シ
ー
と

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
も
起
き
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
と
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

意
味
が
あ
る
の
は
運
転
に
人

が
介
在
す
る
か
ら
で
、
こ
れ

が
自
動
運
転
に
な
れ
ば
同
じ

で
あ
り
、
そ
れ
が
い
つ
く
る

か
と
い
う
問
題
で
す
。

ト
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
進

む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

弊
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
と
協
業
す
る

の
は
、二
つ
の
側
面
が
あ
り
、

一
つ
は
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し

て
配
車
効
率
を
上
げ
て
お
客

様
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

と
、
Ｉ
Ｔ
の
力
を
も
っ
て
配

車
に
か
か
る
経
費
を
削
減
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
も
う
一

つ
は
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
が
元
々
持

つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
追
求

す
る
企
業
姿
勢
で
あ
り
、
タ

ク
シ
ー
配
車
や
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
物
流
、
デ
リ
バ
リ
ー
と
い

う
概
念
や
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
、
陸
海
空
を
網
羅
し

よ
う
と
す
る
自
動
運
転
技
術

な
ど
が
、
Ｍ
Ｋ
が
目
指
し
て

い
る
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報

の
デ
リ
バ
リ
ー
と
い
う
概
念

と
同
じ
だ
か
ら
で
す
。
タ
ク

シ
ー
は
現
時
点
に
お
け
る
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
人
あ
る
い
は
モ
ノ
が
移

動
す
る
と
い
う
ベ
ー
ス
で
考

え
、
次
々
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
と

協
業
す
る
こ
と
で
、10
年
先
、

20
年
先
を
見
据
え
た
企
業
活

動
が
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て

お
り
ま
す
。

（ 1 ）

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
石
井
　
啓
一 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

今
こ
そ
、
タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す
る
分
水
嶺
�

人
材
活
性
化
の
仕
組
み
作
り
で

人
も
企
業
も
存
在
価
値
を
高
め
る

	 4面	 2019年度第27期トラベルコーディネーター出陣式
	 5面	 2019海外研修レポート②　宇治城陽営業所　中村有一　社員
12面	 MKハートラス会　第10回定期総会開催
	12面	 トミカ博関連イベントにMKタクシー

今号のトピックス

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ひ
と

MKタクシー

Twitter限定の
キャンペーンも随時実施！

最新情報発信中！
MKグループ

★

★

★

マシュー・カロン 毎日更新！ フォローしてね！
@MKofficial_PR

　株式会社サカイ引越センターのスタッフ。「まごころこめておつきあい」をモッ
トーに引越一筋 48 年。サカイ引越センターでは、女性の活躍フィールドが広がっ
ています。“お客様の新生活スタートのお引越は、是非、私たちにお任せ下さい！”

【広報】中
なか

西
にし

　宣
のり

子
こ

 さん、【事務職】掛
かけ

谷
たに

　知
ち

世
せ

 さん、【営業職】廣
ひろ

澤
さわ

　真
ま

子
こ

 さん、

【ドライバー】南
みなみやま

山　千
ち

紗
さ

斗
と

 さん、【引越サービススタッフ】奥
おく

野
の

　愛
まな

穂
ほ

 さん
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◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

外
見
は
良
運
に
見
え
る
が
、

内
実
は
煩
悶
が
多
く
、
親
し

い
人
と
争
い
を
生
じ
や
す
い

時
。
新
事
業
・
普
請
・
開
店

な
ど
は
見
合
わ
す
方
が
良
い
。

特
に
浪
費
を
慎
み
、
倹
約
を

心
が
け
、
精
神
的
悩
み
に
負

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

変
化
の
月
で
現
状
維
持
を
心

が
け
る
こ
と
。吉
方
位
は
北
・

東
南
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

運
気
好
調
、
努
力
が
実
を

結
ぶ
時
。
特
に
吉
神
の
良
好

な
働
き
に
よ
り
、
十
分
な
活

躍
が
望
め
る
。
し
っ
か
り
と

精
一
杯
の
働
き
を
し
て
い
く

た
め
に
、
う
っ
か
り
ミ
ス
を

防
ぎ
、
乗
り
物
に
は
特
に
注

意
を
払
う
こ
と
が
必
要
。
物

事
の
処
理
は
前
半
に
す
る
こ

と
。
吉
方
位
は
東
南
・
西
北
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

諸
事
支
障
は
多
い
が
忍
耐

し
て
決
行
す
れ
ば
思
い
通
り

に
運
ぶ
月
。
人
に
よ
っ
て
酒

色
の
散
財
が
あ
る
。
部
下
に

関
す
る
心
配
や
、
盗
難
遺
失

物
な
ど
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。

月
末
は
病
難
に
注
意
。
自
己

の
研
磨
・
研
修
を
重
視
し
、

取
引
・
交
友
関
係
な
ど
に
も

穏
和
な
態
度
で
接
す
る
こ
と
。

現
状
維
持
を
基
本
に
辛
抱
の

月
。
吉
方
位
は
南
西
・
東
北
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

や
っ
と
芽
を
出
し
た
若
木

が
、
天
を
目
指
し
て
伸
び
よ

う
と
す
る
よ
う
な
、
上
昇
に

向
か
う
変
化
運
で
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
、
進
展
が
見
ら

れ
る
。
他
人
の
甘
言
に
乗
ら

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

浪
費
に
よ
る
赤
字
や
口
論
は

運
勢
を
凶
転
さ
せ
る
。
物
事

の
処
理
は
後
半
に
す
る
こ
と
。

遅
ら
せ
る
ほ
ど
良
い
。
吉
方

位
は
北
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

進
運
の
月
だ
か
ら
、
何
事

も
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
に
進
ん
で

計
画
実
行
す
る
方
が
良
い
。

辰
巳
（
東
南
）
か
戌
亥
（
西

北
）の
方
か
ら
援
助
が
あ
り
、

早
く
成
就
す
る
。
事
前
に
綿

密
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
、

大
風
呂
敷
を
広
げ
な
い
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
。吉
方
位
は
南
・

東
南
・
西
北
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

時
を
得
て
、
全
能
力
を
発

揮
し
て
好
結
果
を
得
ら
れ
る

吉
運
期
。
働
け
ば
働
く
程
に

周
囲
に
認
め
ら
れ
て
、
大
い

に
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ゆ
っ

た
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
自

信
を
持
っ
て
こ
と
に
当
た
れ

ば
万
事
順
調
。
腰
を
落
ち
着

け
て
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
。

未
婚
の
男
女
は
相
手
か
ら
プ

ロ
ポ
ー
ズ
を
さ
れ
た
り
嬉
し

い
こ
と
が
生
じ
る
月
。
吉
方

位
は
南
・
東
北
。

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

今
月
の
運
気
は
波
乱
含
み

で
、
気
付
い
た
時
に
は
足
元

か
ら
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
守
り
に
徹

し
て
英
気
を
養
う
こ
と
が
良

策
。
金
銭
管
理
は
し
っ
か
り

と
し
、
他
人
・
金
銭
貸
借
・

保
証
人
な
ど
は
凶
。
何
人
も

中
宮
に
入
る
月
は
静
観
を
す

る
月
と
心
得
る
こ
と
。
胃
腸

の
疾
病
に
注
意
が
必
要
。
吉

方
位
は
南
・
東
北
・
東
南
・

西
北
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

行
動
意
欲
が
高
ま
り
、
社

会
的
に
活
躍
す
る
好
機
に
恵

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
諸
事
好
調

に
運
ぶ
が
、
酒
色
の
た
め
に

失
敗
や
損
失
が
あ
る
か
ら
注

意
す
る
こ
と
。
共
同
事
業
や

契
約
事
は
も
つ
れ
る
で
あ
ろ

う
が
、
穏
や
か
に
処
理
す
る

の
が
得
策
で
あ
る
。
吉
方
位

は
南
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

異
性
の
友
人
や
、
新
し
い

出
会
い
に
も
期
待
で
き
る
。

し
か
し
遊
興
に
ウ
ツ
ツ
を
ぬ

か
し
て
い
る
と
、
物
事
が
完

成
前
に
駄
目
に
な
る
暗
示
が

あ
る
。
特
に
異
性
問
題
や
浪

費
と
言
葉
に
よ
る
過
失
に
注

意
が
必
要
だ
が
、
相
手
か
ら

の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
受
け
た
り

新
し
い
恋
人
が
生
ま
れ
る
月

で
も
あ
る
。
吉
方
位
は
北
・

南
・
南
西
・
西
北
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://w
w

w
.jushu-t 

akashim
a.net/

　私
は
２
０
１
７
年
10
月
か

ら
２
０
１
８
年
２
月
の
５

ヵ
月
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

セ
ブ
島
に
あ
る
語
学
学
校

N
exSeed

に
て
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
ん

だ
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
一

員
と
し
て
、
同
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、ツ
イ
ッ
タ
ー
）

管
理
を
主
な
業
務
と
し
、
潜

在
顧
客
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
企

画
制
作
を
行
っ
た
。
５
ヵ
月

間
の
成
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
合
計
８

０
０
人
増
や
す
こ
と
が
で
き

た
。
さ
ら
に
、
留
学
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
留
学

の
動
機
や
メ
リ
ッ
ト
、
今
後

の
目
標
な
ど
を
聞
き
取
り
、

そ
の
内
容
を
記
事
に
す
る
ラ

イ
タ
ー
業
務
に
も
取
り
組
ん

だ
。
合
計
14
名
の
生
徒
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
14
本

の
記
事
を
執
筆
す
る
こ
と
で

同
社
運
営
ブ
ロ
グ
の
月
間

Ｐ
Ｖ
数
増
加
に
大
き
く
貢
献

で
き
、
非
常
に
内
容
の
濃
い

業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
は

私
を
含
め
て
６
名
い
た
。
全

員
が
同
じ
部
署
に
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
各
々
の
業
務
内

容
は
異
な
る
。し
か
し
、異
国

の
地
で
同
僚
と
し
て
働
い
た

彼
ら
と
は
強
固
な
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
、
今
で

も
交
友
は
続
い
て
い
る
。
今

回
は
、
そ
ん
な
彼
ら
と
の
帰

国
後
の
交
流
に
つ
い
て
書
く
。

　

ま
ず
、
台
湾
人
の
ア
リ
エ

ル
と
の
再
会
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ア
リ
エ
ル
は
、
私
と
同

じ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
、
主
に
台

湾
に
向
け
た
広
報
活
動
を
し

て
い
た
。
同
じ
部
署
で
あ
る

た
め
協
働
す
る
機
会
も
多
く
、

彼
女
と
毎
週
の
よ
う
に
授
業

内
容
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
講
師

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
て
い

た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
私
は

N
exSeed

で
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
終
え
る
と
彼
女
を
訪
ね

に
台
湾
旅
行
を
計
画
す
る
こ

と
に
し
た
。
元
々
、
台
湾
に

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

特
に
幻
想
的
な
街
並
み
が

有
名
な
九
份
を
訪
れ
る
こ

と
に
強
い
憧
れ
が
あ
っ
た
。

台
湾
に
は
、
２
０
１
８
年
の

３
月
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

彼
女
だ
け
で
な
く
、
当
時
、

N
exSeed

へ
英
語
留
学
に

来
て
い
た
２
人
の
台
湾
人
留

学
生
の
キ
ー
ス
と
ロ
ー
ラ
も

私
に
会
い
に
来
て
く
れ
た
。

４
人
で
ロ
ー
カ
ル
感
た
っ
ぷ

り
の
焼
鳥
屋
に
入
り
、
ビ
ー

ル
片
手
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

彼
女
ら
の
お
か
げ
で
一
生
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
台
湾
旅
行

と
な
っ
た
。
彼
女
ら
が
日
本

を
訪
れ
る
際
は
、
私
が
精
一

杯
の
お
も
て
な
し
を
し
た
い

と
思
う
。

　

次
に
、
２
０
１
８
年
８
月

に
サ
ー
ビ
ス
部
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
本
間
君

が
開
い
て
く
れ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に

つ
い
て
書
き
た
い
。
大
学
を

休
学
し
てNexSeed
の
イ

ン
タ
ー
ン
に
来
て
い
た
本
間

君
は
、
年
末
休
み
を
利
用
し

て
セ
ブ
島
一
周
を
自
転
車
で

成
し
遂
げ
る
な
ど
非
常
に
活

動
的
で
熱
い
情
熱
を
持
っ
た

人
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
が
自

宅
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
企
画
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
や
同
時
期
に
留
学

に
来
て
い
た
生
徒
た
ち
を
集

め
て
く
れ
た
。
総
勢
９
名
が

こ
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
集
ま
り
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。

　

か
つ
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
の

方
々
た
ち
と
は
今
も
良
い
交

友
関
係
を
続
け
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
続
く
だ
ろ
う
と
確

が
ら
支
え
合
っ
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
今

で
も
交
流
が
続
く
ほ

ど
強
い
信
頼
関
係
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。

　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
挑
戦
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
と

改
め
て
思
う
。
英
語

力
や
実
務
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
た
だ
け
で

が
あ
し
ら
わ
れ
た
品
々
よ
り

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
優
美
な
宮

廷
文
化
が
楽
し
め
る
。ま
た
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
始
ま

る
ト
ル
コ
と
日
本
と
の
友
好

関
係
の
歴
史
も
振
り
返
り
、

約
１
７
０
点
の
作
品
か
ら
、

ト
ル
コ
の
歴
史
、
文
化
、
美

時
30
分
～
午
後
５
時
（
６
月

中
の
金
・
土
曜
日
は
午
後
８

時
ま
で
、
７
月
中
の
金
・
土

曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
開

館
）、入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

で
。
一
般
１
５
０
０
円
、
大

学
生
１
１
０
０
円
、
高
校
生

６
０
０
円
。
京
都
国
立
近
代

美
術
館
☎
０
７
５
・７
６
１
・

４
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

6月（七赤金星の月）
六月六日（芒種）～七月六日

高
島
易
断
鑑
定
所
　
高
島
　

寿
周

↓
６
月
６
日（
芒
種
）〜
７
月
６
日
ま
で

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

中
尾
山
　弘
樹

連
載長

岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

【74】
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
で
の
海
外

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
そ
の
後

な
く
、
か
け
が
え
の
な
い
出

会
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
私

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
語
学
学
校

N
exSeed

で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
出
会
っ

た
仲
間
た
ち
は
、
生
涯
に
渡

る
友
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

徳
島
県
出
身
。
香
川
高
専

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
卒
。現
在
、

長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院

情
報
・
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻
第
２
学
年
に
在
籍
。

信
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
理
由
の
１
つ
が
皆
が

異
国
の
地
で
懸
命
に
仕
事
に

取
り
組
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

NexSeed

で
は
、イ
ン
タ
ー

ン
も
具
体
的
な
数
値
目
標
を

上
司
と
相
談
の
も
と
に
設
定

し
、毎
月
、目
標
の
達
成
に
向

か
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
の
皆
は
、

各
々
が
目
標
達
成
に
向
か
っ

て
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
を

お
互
い
に
見
て
お
り
、
限
ら

れ
た
期
間
を
切
磋
琢
磨
し
な

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

台湾・台北市にてNexSeedの関係者
との再会（一番右が筆者）

　

先
々
月
の
４
月
20
日

（
土
）、
京
都
駅
と
直
結
す

る
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
」
様
に
て
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー

プ
の
業
績
評
価
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
業
績
評
価
大
会
と

は
こ
の
１
年
間
、
結
果
を
残

し
、
上
司
に
推
薦
さ
れ
た
チ

ー
ム
や
個
人
に
賞
が
与
え
ら

れ
る
と
い
う
大
会
で
す
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
ロ
ボ
旅
ツ

ア
ー
を
担
当
し
て
い
る
「
チ

ー
ム
ロ
ボ
ホ
ン
」
も
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
ロ
ボ
ホ

ン
課
長
と
ツ
ア
ー
担
当
ド
ラ

イ
バ
ー
が
賞
状
を
受
け
取
り

和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
式
か

ら
一
変
し
ロ
ボ
ホ
ン
課
長
の

た
め
だ
け
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
初

め
て
ロ
ボ
ホ
ン
を
見
た
社
員

も
い
た
よ
う
で
、
突
然
の
辞

令
式
や
意
外
と
小
さ
い
ロ
ボ

ホ
ン
の
か
わ
い
さ
も
相
ま
っ

て
参
加
者
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、

い
つ
も
真
面
目
な
雰
囲
気
だ

っ
た
業
績
評
価
大
会
で
こ
ん

な
に
笑
顔
が
見
れ
た
の
も
ロ

ボ
ホ
ン
課
長
の
影
響
だ
な
ぁ

と
会
場
を
見
な
が
ら
思
い
ま

し
た
。

■
京
の
ロ
ボ
旅
タ
ク
シ
ー

【
第
２
弾
】
ロ
ボ
ホ
ン
と
一

緒
に
京
都
を
旅
す
る
期
間
限

定
タ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー

実
施
期
間
：
開
催
中
～
９
月

30
日

旅
行
代
金（
税
込
）：
８
０
０

０
円
／
人
～

参
加
特
典
：
ツ
ア
ー
終
了
後

も
ロ
ボ
ホ
ン
延
長
貸
出
し
／

乗
車
記
念
カ
ー
ド
と
限
定
缶

バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW

����������������������������������
業
績
評
価
大
会
で
表
彰

さ
れ
た　
　
　
　
　
　

ロボホン課長の

業務日誌④
部下から
報告
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ト
ル
コ
至
宝
展

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
宮
殿

ト
プ
カ
プ
の
美

６
／
14
～
７
／
28　
　

京
都
国
立
近
代
美
術
館

　

20
世
紀
初
頭
ま
で
数
百
年

間
に
わ
た
り
栄
華
を
極
め
た

オ
ス
マ
ン
帝
国
。
そ
の
象
徴

と
し
て
崇
め
ら
れ
た
の
は
、

ト
ル
コ
語
で
「
ラ
ー
レ
」
と

呼
ば
れ
る
花
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
だ
っ
た
。
帝
国
内
で
盛
ん

に
栽
培
さ
れ
た
ラ
ー
レ
は
、

文
学
や
美
術
に
お
い
て
も
好

ん
で
表
現
さ
れ
た
。

　

本
展
で
は
、
ス
ル
タ
ン
の

宝
物
を
は
じ
め
ト
プ
カ
プ
宮

殿
博
物
館
に
残
る
美
術
工
芸

品
の
中
か
ら
、
ラ
ー
レ
文
様

が
あ
し
ら
わ
れ
た
品
々
よ
り

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
優
美
な
宮

廷
文
化
が
楽
し
め
る
。ま
た
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
始
ま

る
ト
ル
コ
と
日
本
と
の
友
好

関
係
の
歴
史
も
振
り
返
り
、

約
１
７
０
点
の
作
品
か
ら
、

ト
ル
コ
の
歴
史
、
文
化
、
美

時
30
分
～
午
後
５
時
（
６
月

中
の
金
・
土
曜
日
は
午
後
８

時
ま
で
、
７
月
中
の
金
・
土

曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
開

館
）、入
館
は
閉
館
30
分
前
ま

で
。
一
般
１
５
０
０
円
、
大

学
生
１
１
０
０
円
、
高
校
生

６
０
０
円
。
京
都
国
立
近
代

美
術
館
☎
０
７
５
・７
６
１
・

４
１
１
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

横
山
華
山
展

７
／
２
～
８
／
17

京
都
文
化
博
物
館

　

横
山
華
山
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
絵

師
。
伝
統
や
形
式
を
重
ん
じ

る
諸
画
派
に
は
属
さ
ず
、
自

由
な
画
風
と
筆
使
い
で
日
本

中
の
人
気
を
博
し
て
い
た
。

海
外
か
ら
も
早
く
か
ら
評
価

さ
れ
、
欧
米
の
美
術
館
に
優

品
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

本
展
で
は
、
上
下
巻
あ
わ

せ
て
30
ｍ
に
及
ぶ
《
祇
園
祭

礼
図
巻
》を
一
挙
に
公
開
。ま

た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
大

英
博
物
館
に
渡
っ
た
海
外
の

作
品
も
展
示
。
華
山
の
多
彩

な
画
業
を
系
統
立
て
て
紹
介

す
る
初
め
て
の
回
顧
展
。

　

京
都
文
化
博
物
館
（
地
下

鉄
「
烏
丸
御
池
」
駅
下
車
５

番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３
分
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
６
月

15
日
（
土
）
消
印
有
効
。
当

選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp

特
別
展

「
印
象
派
か
ら
そ
の
先

へ
―
世
界
に
誇
る
吉
野

石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

６
／
１
～
７
／
21

兵
庫
県
立
美
術
館

　

石
膏
ボ
ー
ド
を
中
心
と
し

た
建
築
資
材
で
知
ら
れ
る
吉

野
石
膏
株
式
会
社
は
、
１
９

７
０
年
代
か
ら
日
本
近
代
絵

画
、
１
９
８
０
年
代
後
半
か

ら
は
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
の

収
集
を
開
始
。
１
９
９
１
年

に
は
、
創
業
の
地
・
山
形
美

術
館
に
作
品
を
寄
託
し
、
モ

ネ
、
ピ
サ
ロ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
ら
の
作
品
を
公

開
す
る
と
、
市
民
の
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。

　

同
展
で
は
、
19
世
紀
半
ば

の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
は
じ
ま

り
、
印
象
派
を
経
て
、
キ
ュ

ビ
ス
ム
か
ら
抽
象
絵
画
へ
と

至
る
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
展

開
を
軸
に
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・

パ
リ
の
多
様
性
に
も
着
目
し

つ
つ
、
大
き
く
揺
れ
動
く
近

代
美
術
の
歴
史
を
72
点
の
作

南
へ
徒
歩
約
10
分
、阪
神「
岩

屋
」
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約
８

分
）
に
て
、
６
月
１
日
（
土
）

～
７
月
21
日
（
日
）
ま
で
。

休
館
日
は
月
曜
（
た
だ
し
７

月
15
日
は
開
館
）、７
月
16
日

（
火
）。
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
金
・
土
曜
日
は
午
後

８
時
ま
で
開
館
）、
入
場
は

30
分
前
ま
で
。
一
般
１
３
０

０
円
、
大
学
生
９
０
０
円
、

70
歳
以
上
６
５
０
円
、
高
校

生
以
下
無
料
。
兵
庫
県
立
美

術
館
☎
０
７
８
・
２
６
２
・

０
９
０
１
（
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

浮
世
絵
、
古
布
、
武
具
甲
冑

な
ど
の
和
骨
董
か
ら
中
国
美

術
・
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、

ま
た
、
近
年
テ
レ
ビ
や
美
術

雑
誌
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
明
治
時
代
の
精
緻

極
ま
り
な
い
作
品
や
、
中
国

や
台
湾
で
人
気
の
高
い
鉄

瓶
・
銀
瓶
・
煎
茶
道
具
の
名

品
ま
で
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

の
15
万
点
以
上
を
展
示
即
売

す
る
。
全
国
か
ら
の
出
店
が

増
え
、
毎
回
国
内
外
か
ら
３

万
人
以
上
の
来
場
者
が
集
う
。

な
か
で
も
中
国
・
台
湾
・
韓

国
・
欧
米
か
ら
の
来
場
者
が

多
く
、
中
国
で
は
「
日
本
で

一
番
有
名
な
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

フ
ェ
ア
」
と
も
言
わ
れ
る
。

　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
大
展

ま
で
。
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
最
終
日
は
同
４
時
ま

で
）。
入
場
無
料
。
京
都
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
☎
０
７
７
・
５
２
２
・
２

３
０
７

１
組
２
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
大
宮
ア
ル
デ

ィ
ー
ジ
ャ
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
Ｆ
Ｃ
岐
阜
戦
」

（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

を
愛
で
る
国
民
性
を

よ
り
深
く
理
解
で
き

る
。

　

京
都
国
立
近
代
美

術
館
（
市
バ
ス
「
岡

崎
公
園　

美
術
館
・

平
安
神
宮
前
」す
ぐ
）

に
て
、
６
月
14
日

（
金
）
～
７
月
28
日

（
日
）。
休
館
は
月

曜
日
（
た
だ
し
７
月

15
日
は
開
館
）、７
月

16
日（
火
）。
午
前
９

品
に
よ
っ
て
紹

介
。
印
象
派
の

挑
戦
と
そ
の
後

の
美
術
の
歴
史

の
多
様
な
展
開

を
、
吉
野
石
膏

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
名
品
の
数
々

で
楽
し
め
る
。

　

兵
庫
県
立
美

術
館
（
Ｊ
Ｒ

「
灘
」
駅
か
ら

に
て
前
期
：
７
月

２
日（
火
）
～
７

月
21
日
（
日
）、
後

期
：
７
月
23
日

（
火
）～
８
月
17
日

（
土
）。
休
館
日
は

７
月
８
日（
月
）、

22
日（
月
）、
29
日

（
月
）。
午
前
10
時

～
午
後
６
時
（
金

曜
は
同
７
時
30
分

ま
で
）、入
場
は
そ

れ
ぞ
れ
30
分
前
ま

で
。
一
般
１
４
０

０
円
、
高
大
生
１

１
０
０
円
、
小
中

生
５
０
０
円
。
京

都
文
化
博
物
館
☎

０
７
５
・
２
２
２
・

０
８
８
８

■京都サンガF.C.チケット係
　1075-212-0635　http://www.sanga-fc.jp/

☆「7月7日V・ファーレン長崎戦」・「7月20日大宮アルディー
ジャ戦」・「7月27日FC岐阜戦」の観戦チケットをそれぞれ
1組2名にプレゼント！ プレゼントコーナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

6月29日（土） 午後7時
vs 水戸ホーリーホック

第
20
節

第
20
節

6月15日（土） 午後7時
vs FC琉球
★6/15は「MKスペシャルデー」

第
18
節

第
18
節

7月20日（土） 午後7時
vs 大宮アルディージャ

第
23
節

第
23
節

7月7日（日） 午後6時
vs V・ファーレン長崎

第
21
節

第
21
節

7月27日（土） 午後7時
vs FC岐阜

第
24
節

第
24
節
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k
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k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
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《
宝
飾
手
鏡
》　

１6
世
紀
末　

ト
プ

カ
プ
宮
殿
博
物
館
蔵　
　
　
　
　

ピ
エ
ー
ル
＝
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー

ル
《
幼
年
期
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ガ
リ
マ
ー
ル

の
肖
像
）》　

１
８
９
１
年　

油
彩
／
カ
ン

ヴ
ァ
ス　

吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
　

横山華山　祇園祭鉾調巻（祇園祭礼図巻下絵）部分
京都市立芸術大学芸術資料館　　　　　　　　　　

①
京
都
国
立
近
代
美
術
館

「
ト
ル
コ
至
宝
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

②
兵
庫
県
立
美
術
館
「
印
象

派
か
ら
そ
の
先
へ
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
京
都
文
化
博
物
館
「
横
山

華
山
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
清
水
三
年
坂
美
術
館
「
帝

室
技
芸
員
の
仕
事
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.　
VS
Ｖ
・
フ
ァ
ー

レ
ン
長
崎
戦
」（
11
面
）

指
と
言
わ
れ
る
広
上
×
京
響

の
最
強
タ
ッ
グ
は
今
年
も
興

奮
の
坩
堝
へ
と
誘
う
。
昨
年

華
麗
な
ロ
シ
ア
ン
・
サ
ウ
ン

ド
で
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

に
包
ま
れ
た
大
阪
公
演
。
こ

の
日
の
為
だ
け
の
選
曲
は
マ

エ
ス
ト
ロ
広
上
さ
ん
が
音
楽

の
楽
し
さ
を
込
め
た
特
別
な

も
の
。
曲
目
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
「
英
雄
」、
レ
ス
ピ

ー
ギ
の
「
ロ
ー
マ
の
松
」
な

ど
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
Ｊ
Ｒ
「
福
島
」
駅
よ
り

徒
歩
約
７
分
）
に
て
、
７
月

７
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

（
同
１
時
開
場
）。
Ａ
席
５

５
０
０
円
、
Ｂ
席
４
５
０
０

円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円
。
Ａ

Ｂ
Ｃ
チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
☎
０
６
・
６
４
５

３
・
６
０
０
０
（
平
日
午
前

10
時
～
午
後
５
時
30
分
）

て
有
線
七
宝
を
極
め
た
並
河

靖
之
。
無
線
七
宝
の
技
法
を

確
立
し
、
濃
淡
や
ぼ
か
し
な

ど
の
絵
画
的
表
現
を
可
能
に

し
た
濤
川
惣
助
。「
２
人
の
ナ

ミ
カ
ワ
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
が
発
揮
さ
れ
た
艶
や
か

な
七
宝
を
は
じ
め
、
近
代
の

名
工
た
ち
に
よ
る
美
の
極
致

が
楽
し
め
る
。

　

清
水
三
年
坂
美
術
館
（
京

都
市
バ
ス
「
清
水
道
」
下
車
）

に
て
開
催
中
、８
月
18
日（
日
）

ま
で
。
休
館
日
は
月
・
火
曜

（
た
だ
し
、７
月
15
日
（
月
・

祝
）、８
月
12
日
（
月
・
振
休
）

は
開
館
）。
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
入
館
は
30
分
前
ま

京
都
市
交
響
楽
団

大
阪
特
別
公
演

７
／
７　

14
：
00
～　
　
　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

大
人
気
公
演
！　

日
本
屈

第
7４
回

２
０
１
９
年
夏
の
京
都

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

６
／
28
～
30　
　
　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　

西
日
本
最
大
の
こ
の
フ
ェ

ア
で
は
、
掛
軸
、
古
陶
磁
、

示
場（
地
下
鉄
・

近
鉄
「
竹
田
」

駅
西
口
よ
り
無

料
送
迎
バ
ス
を

運
行
）
に
て
、

６
月
28
日（
金
）

～
30
日
（
日
）

帝
室
技
芸
員
の
仕
事

〈
七
宝
編
〉

開
催
中
～
８
／
18　

清
水
三
年
坂
美
術
館

　

当
館
所
蔵
品
の
う
ち
、
帝

室
技
芸
員
に
よ
る
作
品
を
一

堂
に
展
示
す
る
「
帝
室
技
芸

員
の
仕
事
」シ
リ
ー
ズ
。「
七

宝
編
」
で
は
、
帝
室
技
芸
員

に
任
命
さ
れ
た
並
河
靖
之
と

濤
川
惣
助
、
お
よ
び
２
人
と

同
時
代
の
職
人
た
ち
に
よ
る

名
品
を
展
示
。
綿
密
な
植
線

と
優
れ
た
色
彩
感
覚
に
よ
っ

で
）。
一
般
８
０

０
円
、
中
高
大
生

５
０
０
円
、
小
学

生
３
０
０
円
。
清

水
三
年
坂
美
術
館

☎
０
７
５
・
５
３

２
・
４
２
７
０

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン

　

ト

　

５
組
10
名
ご
招

　

待

《芙蓉に鴨図花瓶　一対》　濤川惣助
清水三年坂美術館蔵　　　　　　　

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
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Q
Q
Q
Q
Q
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「子どもたちが可愛いくて、疲れを感じなかった」と話す若手社員

会長・西中真也様

プロ選手によるチャリティカップへの意気込
みも

Vol.875
■情報はこちらへ　　ＴＥＬ／075（555）3186　　ＦＡＸ／075（693）8353
E-mail／mknews@mk-group.co.jp　　http://www.mk-group.co.jp/

　

去
る
５
月
24
日
、
ハ
イ
ア

ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

京

都
に
て
「
Ｍ
Ｋ
ハ
ー
ト
ラ
ス

会
第
10
回
定
期
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
ハ
ー
ト
ラ
ス
会
は
、

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
会
員
各

社
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
及
び
Ｍ
Ｋ

グ
ル
ー
プ
の
事
業
へ
の

支
援
を
目
的
に
平
成
22

年
５
月
に
発
足
い
た
し

ま
し
た
。
94
社
の
会
員

企
業
の
う
ち
、
本
総
会

に
は
77
社
１
３
６
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
Ｍ

Ｋ
の
新
入
社
員
・
職
員
に
よ

る
「
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
当
会

代
表
で
あ
る
弊
社
社
長
の
青

木
信
明
に
よ
る
開
会
の
挨
拶

と
業
績
報
告
が
あ
り
、
続
い

て
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社 

京
滋
カ

ン
パ
ニ
ー
社
長
・
西
中
真
也

様
を
議
長
と
し
て
総
会
の
議

事
進
行
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
事
で
は
「
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
」、「
役

員
選
任
」、「
２
０
１
９
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
承
認
」

和
治
様
に
ご
挨
拶
、
神
戸

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
専
務
・
大
森

弘
一
様
に
乾
杯
の
音
頭
を

お
取
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
Ｍ
Ｋ

の
最
近
の
活
動
を
報
告
し

た
ほ
か
、
視
覚
障
が
い
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ー
ト
ラ
ス

会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
の

保
険
株
式
会
社 

関
西
地
域

事
業
本
部 

副
本
部
長
・
畑

の
３
議
案
が
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
選
任
の

議
案
で
は
、
西
中

真
也
様
が
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
後
は
会
員

同
士
の
親
睦
を
深

め
て
い
た
だ
く
た

め
懇
親
会
を
開

催
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害

ひ
と
つ
で
あ
る
「
第
14
回
Ｍ

Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
の

案
内
が
な
さ
れ
、
毎
年
特
別

協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
る
日

産
自
動
車
販
売
株
式
会
社 

京
都
支
店
長
・
上
田
英
治
様
、

神
戸
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社 

法
人
営
業
部 

部
長
・
指
田

栄
二
様
よ
り
優
勝
副
賞
と
な

る
車
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

強
固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を

築
き
、
各
種
事
業
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
障
が
い

者
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

や
お
客
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
会
の
意
義
を
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
は
今

後
も
当
会
を
通
じ
て
一
層

（12）

開催!
公益社団法人日本プロボウリング協会公認 ９月12㊍13㊎14㊏日  会場：ＭＫボウル上賀茂

第14回第14回第14回

MKチャリティカップでは、個人・法
人の皆様からの協賛を募集してい
ます。
１口1,000円から、協賛金をご送
金いただくことができます。

電話・FAX・メール
でお申込いただけます。
詳しくはHPをご覧ください。
https://www.mk-group.co.jp/
charitycup/charity/

＜ＭＫチャリティカップ事務局＞
TEL：075-721-5030（受付時間9：00～18：00）
FAX：075-722-6290
mail：charity_mk@mk-group.co.jp

個人・法人
協賛募集中！！

本大会は収益金の一
部に加え、公益社団法
人日本プロボウリング
協会並びに協賛各社
からのチャリティを自
治体を通じて寄付し、
障がいをお持ちの方々の福祉向上に役立
てていただきます。

ボウリングで広がる
チャリティの輪

「第14回ＭＫチャリティカップ」に、障がいのある方を無料ご招
待いたします。ご自宅～会場間をＭＫタクシーで送迎し、会場内
も招待席にご案内いたします。ご家族・付き添いの方もご同伴い
ただけます。
 https://www.mk-group.co.jp/charitycup/

【フリータイム予選】
①会場：MKボウル上賀茂（※この会場のみです）
＜第1部＞5/7（火）〜 6/2（日）、＜第2部＞6/3（月）〜 6/30（日）

【合同予選会】
①会場：ＭＫボウル上賀茂
7/20（土）、7/27（土）、7/28（日）、8/3（土）、8/17（土）、8/18（日）
②会場：山科グランドボウル
7/21（日）、8/4（日）
※詳しくは大会ホームページ（https://www.mk-group.co.jp/charitycup/）をご覧ください。

大会出場のチャンス！　アマチュア予選会開催中

京都（京都市・宇治市・城陽市・八幡市）、大津市在住
の身体障がい、知的障がい、もしくは精神障がいのある
方（タクシーおよび車いすでの移動に支障のない方）

応募資格

ご本人様のお名前、ご住所、電話番号、年齢、性別、観
戦希望日（12日・13日・14日）、観戦希望時間、ご同
伴者の氏名を明記の上、ハガキ、FAX、もしくはEメー
ルでご応募ください。

応募方法

〒601-8432 京都市南区西九条東島町63-1
エムケイ株式会社内「ＭＫチャリティカップ招待係」宛
TEL 075-555-3186　FAX 075-693-8353
Eメール　mknews@mk-group.co.jp

応 募 先

2019年8月30日（金）必着
※�応募多数の場合は抽選。当選者の方には後日お電話にてご案内いたし

ます。
※会場エレベーター完備、バリアフリートイレもございます。
※�ご応募に際してご記入いただいた個人情報につきましては、弊社プラ

イバシーポリシー（http://www.mk-group.co.jp/privacy.html）に基づ
き厳重に管理いたします。

締　　切

１日につき２組様（団体様もご応募いただけます。ご相談ください）ご招待数

障がいのある方を
送迎付きで観戦ご招待

9/12（木）▶14（土）大 会 日 程

9月12日（木）
Ａシフト予選前半５Ｇ
開会式
Ｂシフト予選前半５Ｇ

9月13日（金）
Ｂシフト予選後半５Ｇ
Ａシフト予選後半５Ｇ

9月14日（土）

準決勝５Ｇ
決勝ラウンドロビン８Ｇ
ＴＶ決勝
表彰式

※時間は変更になる場合がございます

−第10回−

定期総会開催
〜チャリティ活動にご理解いただく〜
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Ｍ
Ｋ
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副
賞
と
な
る
車
が
発
表

さ
れ
た

　

今
回
展
示
し
た
車
両
は
そ

れ
ぞ
れ
京
都
Ｍ
Ｋ
と
大
阪
Ｍ

Ｋ
で
主
力
車
種
と
し
て
増
車

し
て
い
る
日
産
・
セ
レ
ナ
と

ト
ヨ
タ
・
ク
ラ
ウ
ン
Ｈ
Ｖ
。

子
ど
も
用
の
Ｍ
Ｋ
制
服
を
３

サ
イ
ズ
特
別
に
用
意
し
、
好

評
だ
っ
た
の
が
「
な
り
き
り

撮
影
会
」
で
す
。
車
好
き
の

お
子
様
だ
け
あ
っ
て
、
大
人

気
。
タ
ク
シ
ー
の
前
や
、
運

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
「
ト
ミ
カ
博
」
に
あ
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
「
の
り
も
の

大
集
合
！
」
に
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ

ー
が
出
展
し
ま
し
た
。
タ
ク

シ
ー
車
両
の
展
示
の
ほ
か
、

子
ど
も
用
の
Ｍ
Ｋ
ド
ラ
イ
バ

ー
制
服
を
着
用
し
て
の
「
な

り
き
り
撮
影
会
」、
タ
ク
シ

ー
を
模
っ
た
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用
パ
ネ
ル

の
設
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、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
配
布
を
行

い
、
４
日
間
で
約
２
５
０
０

組
が
Ｍ
Ｋ
の
イ
ベ
ン
ト
を
体

験
い
た
だ
く
と
い
う
大
盛
況

を
博
し
ま
し
た
。

転
席
に
座
っ
て
撮
影
さ
れ
、

素
敵
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
変
身

し
た
お
子
様
は
も
ち
ろ
ん
、

カ
メ
ラ
に
映
っ
た
そ
の
姿
に

ご
両
親
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
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こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
今

春
入
社
し
て
１
ヵ
月
余
り
の

新
卒
を
含
む
若
手
ト
ラ
ベ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

10
時
の
開
場
を
前
に
、
入

し
た
。
お
子
様
の
目

線
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
制
服
の
着
せ
替

え
や
行
列
の
整
理
な

ど
を
お
こ
な
い
、
撮

影
の
際
に
は
う
ま
く

い
く
よ
う
陰
な
が
ら

動
い
て
い
た
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と
も

あ
り
、
最
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に
は
お

子
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と
仲
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に
な

っ
て
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一
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に
写
真

を
撮
っ
て
ほ
し
い
と
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れ
る
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も
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な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

普
段
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ラ
ベ
ル
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ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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指
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す
る
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習
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タ
ー
の
所
長
も
「
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な
生
き
生
き
し
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で
戻
っ
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。
良
い
勉
強
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っ
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い
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と
語
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い
ま
し
た
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念
に
車
両
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汚
れ
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
展
示
用
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
用
意
し

て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、「
人
と
接
す
る

の
が
好
き
な
の
で
Ｍ
Ｋ
に

入
社
し
た
」
と
い
う
ト
ラ

ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
多
く
、
来
場
の
お
子

様
、
ご
両
親
と
の
接
客
で

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

素
敵
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
な
り
き
り
撮
影
会
」

接
客
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面
で
活
躍
す
る

若
手
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ラ
ベ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ト
ミ
カ
博
関
連
イ
ベ
ン
ト
に

�

Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー

人
気
の
撮
影
会
　
若
手
社
員
が
活
躍
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